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１　はじめに

稼げる農林水産業の実現に向けて農林水
産物の輸出促進に取り組む産地が増えてい
る。全国第２位の農業産出額（2017年
5000億 円 ） を 有 す る 鹿 児 島 県 で は、
2018年３月に「県農林水産物輸出促進ビ
ジョン」を策定し、競争力のある農業生産
基盤の確立によって、青果物の需要が拡大
しているアジア地域などへの販路拡大に向
けた戦略的な取り組みが進展している。農
林水産物輸出促進ビジョンでは2023年度
の輸出目標額を300億円（基準年となる
2015年度は155億円）に設定している
が、2017年度の輸出額は畜産物に加えて
茶、かんしょなどの輸出が好調だったこと
もあって過去最高の200億円（対前年度
比29.6％増）に達している。全国一の生
産量を有し、鹿児島県の輸出重点品目であ
るかんしょは、アジア市場での急速な需要
拡大を背景に、大幅な輸出増加が期待され

る有望な輸出品目である。
本報告では、近年、アジア市場で急速に

需要が拡大しているかんしょを調査対象
に、鹿児島県におけるかんしょの輸出拡大
への取り組みと鹿屋市の農業生産法人有限
会社南橋商事（以下、「南橋商事」という）
のかんしょの輸出事業に焦点をあてて、か
んしょの輸出拡大の課題と今後の展望を探
ることにした。

２　鹿児島県における野菜生産の状況

鹿児島県は、温暖な気候と全国第２位の
広大な畑地を活用した野菜生産が盛んであ
り、かんしょとさやえんどうの生産量が全
国１位、そらまめとかぼちゃが同２位、ば
れいしょが同３位にランクされるなど野菜
生産で上位を占める品目が少なくない。ま
た加工・業務用野菜などを生産する農業生
産法人も九州で最多となる1124法人（20 
17年）に達している。

　調査・報告

前日本大学　生物資源科学部教授　下渡　敏治

【要約】

2018年のかんしょの輸出額は対前年比42.0％増の13億7910万円となり、2015年
以降、順調に輸出を伸ばしている。全国一のかんしょの産地である鹿児島県では、
2018年３月に「県農林水産物輸出促進ビジョン」を策定し、かんしょなどの農林水産
物の戦略的な輸出促進に取り組んでいる。鹿児島県鹿屋市の農業生産法人有限会社南橋
商事は４年前にかんしょの輸出事業に着手し、アジア地域でのかんしょの需要拡大を追
い風に急速に輸出を伸ばしている。かんしょの輸出は今後も伸び続けるのか、輸出拡大
の課題と今後の輸出の見通しについて検討した。

鹿児島県における青果用さつまいも（かんしょ）の
輸出拡大への取り組みと課題

～農業生産法人有限会社南橋商事を事例として～
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2017年度の県内の野菜の作付面積は
１ 万8745ヘ ク タ ー ル、 収 穫 量 は44万
9704トン、だいこん、にんじん、ごぼう、
ばれいしょ、さといも、かんしょなどの根
菜類、はくさい、キャベツ、ほうれんそう、
ブロッコリー、レタス、ねぎ、たまねぎ、らっ
きょうなどの葉茎菜類、きゅうり、かぼ
ちゃ、なす、トマト、ピーマン、スイート
コーン、オクラ、にがうり、いちご、メロ
ン、すいかなどの果菜類、さやいんげん、
さやえんどう、グリーンピース、そらまめ、
えだまめなどの豆類といった多種多様な野
菜が生産されており、九州圏内はもとより
全国各地に出荷されている。

温暖な気候を利用して生産されるそらま
め、さやえんどう、グリーンピースなど豆
類の生産量はそれぞれ全国生産量（2017
年）の24.5%、23.2%、16.2%と高い割
合を占めており、ピーマン（8.6%）、さ
やいんげん（8.9%）、にんじん（3.1%）、

さ と い も（5.1%）、 キ ャ ベ ツ（5.0%）、
かぼちゃ（4.4%）なども全国有数の生産
量を有している。

表１に示すように、2006年以降の野菜
の作付面積、生産量、産出額はともに増加
傾向にあり、2017年の作付面積、生産量
も増加している。しかしながら、2016 
/2015年比では作付面積は101.3％、生
産 量 は99.0%と 若 干 減 少、 産 出 額 も
111.2%となっており幾分鈍化傾向にあ
る。

野菜の作付面積の上位５品目と主な生産
地を表２に示した。1位はばれいしょの
4410ヘクタール（県内比率24%）、２位
がだいこんで2090ヘクタール（同11%）、
３位はキャベツで1980ヘクタール（同
11%）、４位がさつまいもで1379ヘク
タール（同７%）、５位がかぼちゃの779

（同４％）ヘクタールとなっており、上位
５品目で作付面積の57%を占めている。

表１　鹿児島県における野菜の作付面積、生産量、産出額の推移
（単位：ha，t，百万円，％）

2006 2014 2015 2016 2017 2016/2006 2016/2015

面積 17,800 18,652 18,472 18,703 18,745 105.1 101.3 

生産量 411,816 471,838 442,938 438,376 449,704 106.4 99.0 

産出額 56,088 62,190 65,700 73,060 ー 130.3 111.2 
資料：市町村別統計書Ⅱ、野菜生産出荷統計、生産農業所得統計、鹿児島県調べ。

表２　鹿児島県における野菜作付面積上位の品目と主な市町村（2017年産）
（単位：ha，％）

順位 品目 面積 県内比率 主な市町村（作付面積順）

1 ばれいしょ 4,410 23.5% 長島町，和泊町，伊仙町，知名町，天城町

2 だいこん 2,090 11.1% 大崎町，南九州市，東串良町，鹿屋市，曽於市

3 キャベツ 1,980 10.6% 指宿市，南九州市，志布志市，鹿屋市，大崎町

4 かんしょ 1,379 7.4% 西之表市，南九州市，志布志市，中種子町，指宿市

5 かぼちゃ 779 4.2% 指宿市，南さつま市，伊佐市，鹿児島市，志布志市，

－ その他 8,107 43.2%

合　計 18,745 100%
資料：野菜生産出荷統計（平成29年産）、鹿児島県調べ
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野菜生産農家の高齢化などに伴い、全国
的に野菜の栽培面積と生産量が減少傾向に
あるのとは対照的に、鹿児島県では野菜の
栽培面積、生産量、産出額ともに増加する
傾向にあり、加工・業務用需要の増加など
を背景に、キャベツ、さやえんどう、ばれ
いしょ、ごぼう、ブロッコリーの生産が増
えている（表３）。

調査対象のかんしょは、でん粉用と焼酎
原料用の栽培面積が全体の８割、生食用と
菓子、調理用などその他が２割を占めてい
る。2004年以降の全国的な焼酎ブームを
背景に作付面積が拡大基調をたどってきた

かんしょも、焼酎需要の停滞と高齢化に伴
う か ん し ょ 生 産 農 家 の 減 少 に よ っ て、
2011年度以降は栽培面積が減少傾向にあ
る。2017年のかんしょ作付面積は1万
1900ヘクタール、生産量は28万2000ト
ン、このうち生食用の栽培面積は1379ヘ
クタールとなり、全体のおよそ12%を占
めている（表４、５）。

鹿児島県の青果用かんしょは、ハウスと
トンネルを使った超早掘栽培による「ベニ
サツマ」の５月出荷に始まり、９月以降に
収穫する普通堀栽培による「べにはるか」、

「安納紅」などを貯蔵して翌年８月まで出

表３　鹿児島県で作付面積が増加している品目とその要因

品目
栽培面積 (ha)

要因
2012　① 2017　② ②−①

キャベツ 1660 1980 320 ・加工・業務用の需要増加

さやえんどう 315 420 105 ・スナップえんどうの需要増加

ばれいしょ 4310 4410 100

ごぼう 361 457 96 ・若掘ごぼうの面積が増加

ブロッコリー 257 337 80 ・加工・業務用の需要増加
資料：野菜生産出荷統計

表４　鹿児島県におけるかんしょの用途別作付面積および生産量
（単位：ha，t，％）

区分 でん粉用 焼酎用 生食用・その他 合計
年 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量

2016 4,700 128,300 4,829 150,348 2,471 44,152 12,000 322,800 
（構成比） 39.2% 39.7% 40.2% 46.6% 20.6% 13.7% 100.0% 100.0%

2017 4,260 100,100 5,076 151,235 2,564 30,665 11,900 282,000 
（構成比） 35.8% 35.5% 42.7% 53.6% 21.5% 10.9% 100.0% 100.0%

2017/2016 90.6% 78.0% 105.1% 100.6% 103.8% 69.5% 99.2% 87.4%

資料：合計及びでん粉原料用は農林水産省調べ、それ以外は鹿児島県調べ。
注１：生産量は販売外（種いも，くずいも，病いも等）を含む。
注２：生食用は青果用のこと。

表５　鹿児島県における青果用かんしょの品種別作付面積（2017）
（単位：ha）

安納紅 ベニサツマ べにはるか 安納
こがね その他 合計

作付面積 533 353 238 53 202 1,379

資料：鹿児島県調べ。
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荷しており、長期間の出荷が可能である。
表５に見るように、主な栽培品種は、「ベ
ニサツマ」「べにはるか」と種子島の在来
品種をもとに育成された「安納紅」「安納
こがね」、通称「安納いも」が大部分を占
めている。これらのブランドいもは、近年、
その食味の良さから焼きいも用や調理用な
どとして人気が高まり、国内はもとより海
外でも急速に需要が増加している。

その一方で、焼酎原料用かんしょの10
アール当たりの労働時間が35時間と短い
のに対して、生食用のかんしょの生産には
収穫・調整に多くの時間が必要であり、焼
酎原料いもの3倍にあたる125時間もの作
業時間が必要であることから、省力技術の
確立が大きな課題となっている。さらに生
食用は貯蔵中に腐敗等が発生し、品質の低
下やコスト増に繋がることから、貯蔵技術
の確立と貯蔵体制の整備が課題となってい
る。

３　大隅地域の農業（野菜）生産の概況

大隅半島には２市４町（鹿
か の や

屋市、垂
たる

水
みず

市、
錦江町、南大隅町、肝

きも

付
つき

町、東串良町）を
擁する肝

きも

属
つき

地域と２市１町（曽
そ

於
お

市、志布
志町、大崎町）を擁する曽於地域がある。
人口は23万8064人（県人口の14.4%）、
耕地面積は３万7880ヘクタールでその７
割が畑地である。耕地の７割が黒ボク土壌
とシラス台地で覆われた大隅地域では水
稲、養豚、肉用牛のほかに、かんしょ、ピー
マン、ばれいしょ、さやいんげんなどの露
地野菜、ユリ、菊などの花きやお茶の生産
が盛んであり、他にもマンゴーやパッショ
ンフルーツといった多様な農産物が作付さ
れている。

大隅地域は、県農家数の25.3%、経営
体数の25.4%、10ヘクタールの経営体数
の33.9%、販売農家数の25.5%、専業農
家の29.4%、耕地面積の31.4%、一戸あ

図１　肝付地域と曽於地域のエリア地図

垂水市

錦江町

南大隅町

肝付町

東串良町

曽於市

大崎町

肝属地域

曽於地域
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たりの耕地面積の124.1%、部門別（2015
年度現在）では耕種作物の30.3%、畜産
部門の48.0%、加工部門の26．6%を占
めており、農業産出額は1870億円に達し、
県 全 体 の42.2%を 占 め、 野 菜 生 産 の
44.0％、いも類生産の35.9％を占めるな
ど鹿児島県農業の中で重要な位置にある

（表６）。
調査対象企業の南橋商事が立地している

鹿屋市は鹿児島市に次ぐ人口10万3608
人の地方都市であり、2016年度の市の農
業生産額は400億7000万円、耕種部門で
は、野菜類が47億2000万円、いも類が
25億7000万円、花きが12億6000万円、
米が10億8000万円、畜産部門は肉用牛
が127億7000万円、豚が102億円、鶏が
36億円などとなっている。

また、広大な畑作地帯が広がる大隅地域
では畑地かんがいが普及しており、その受
益面積は1万921ヘクタールに達してい
る。これらの畑地かんがい地区では、だい
こん、にんじん、ごぼう、キャベツ、レタ

ス、はくさい、ばれいしょ、さといも、か
ぼちゃなどの露地野菜、ピーマン、いちご
などの施設野菜、きくなどの施設花卉、茶
などが重点品目、拡大品目に、かんしょは
水利用推進品目に指定されている。

４　�野菜輸出におけるかんしょの位置付け
と輸出に関する施策

畜産物と水産物が輸出の過半を占める鹿
児島県では、野菜類の輸出額に占める割合
は５%程度と大きくはない。輸出されてい
る野菜には、かんしょ、かぼちゃ、だいこ
んなどがあり、香港、台湾、タイ、マレー
シア、シンガポール向けに輸出されている。
野菜の中では特産品のかんしょの輸出額が
最も多く、日本から輸出されているかん
しょ全体の1割程度（8050万円）を占め
ている。

鹿児島県では「県農林水産物輸出促進ビ
ジョン」（2018年3月策定）の実現に向け
て「つくる」「あつめる・はこぶ」「うる」

表６　大隅地域の県農業における地位

項目 肝属地域
（Ａ）

曽於地域
（Ｂ）

大隅地域
Ａ＋Ｂ
（Ｃ）

鹿児島県
（Ｄ）

県に占める割合
（Ｃ／Ｄ）

総農家数　戸 8,818 7,364 16,182 63,943 25.3 

経営体数　戸 5,229 4,726 9,955 39,222 25.4 

10ha 以上 158 167 325 959 33.9 

販売農家数　戸 4,996 4,565 9,561 37,536 25.5 

専業農家　戸 3,336 2,990 6,326 21,514 29.4 

耕地面積　ha 18,370 19,440 37,810 120,400 31.4 

田　ha 5,847 5,556 11,403 38,600 29.5 

畑　ha 12,552 13,890 26,442 81,800 32.3 

畑地率　％ 68.3 71.5 69.9 67.9 102.9 
一戸当たり
耕地面積　a 208.3 264.0 233.7 188.3 124.1 

資料：総農家数，経営体数，販売農家数は2015年農林業センサス。
耕地面積：第63次九州農林水産統計年報（平成27～28）による。



43野菜情報 2019.4

表７　主な野菜の輸出金額（上位３カ国）
（単位：千円）

輸出金額
増減

2018 年内訳
1 位 2 位 3 位

2017 年 2018 年 国名 輸出量 国名 輸出量 国名 輸出量

いちご 1,798,530 2,530,642 40.7% 香港 1,953,351 台湾 262,519 シンガポール 178,483 

ながいも 2,528,348 2,171,158 − 14.1% 台湾 954,731 米国 927,840 シンガポール 227,277 

かんしょ 971,119 1,379,103 42.0% 台湾 726,641 シンガポール 347,070 タイ 139,575 

野菜合計 12,805,174 28,494,904 122.5%
資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

の３つの柱を軸に、輸出拡大に向けたさま
ざまな条件整備が進んでいる。県農林水産
輸出促進ビジョン推進本部青果物部会であ
る鹿児島県園芸振興協議会では「さつまい
も輸出拡大取組方針」を策定し、かんしょ
の輸出拡大に向けた戦略的な取り組みに
よって、県産かんしょのブランド力向上と
生産者の所得向上を図り、地域経済の活性
化に繋げたい考えである。かんしょは、①
輸出の際の植物検疫の制約が少ないこと、
②調理がしやすいこと、③自然な甘みが消
費者好まれていること、④アジア地域で健
康志向が高まっていることなどを背景に、
急速に需要が増加していることから、県農
政部としても、かんしょの輸出拡大に向け
た体制整備を進めている。品目別輸出戦略
に示された輸出目標額は様々なリスクを想
定して見積もられているが、実際にはこの

10倍程度の輸出が可能と想定される。
かんしょは、いちご、ながいもに次いで

輸出金額の多い青果物であり、輸出額の対
前年比は42.0％増となっている（表７）。
鹿児島県の青果物輸出に占めるかんしょの
割合は高く、総輸出額のおよそ８割を占め
ている（表８）。かんしょの主な産地は、
西之表市、南九州市、中

なか

種
た

子
ね

市、志
し

布
ぶ

志
し

市、
指
いぶ

宿
すき

市などであり、作付面積は1万2000
ヘクタール、栽培農家数は1万1580戸で
総農家数の２割を占めている。

鹿児島県は、①全国一のかんしょ産地で
あること、②特産の「安納いも」や「べに
はるか」といったブランド力のあるかん
しょが生産されていること、③青果物の中
では比較的海外への輸送が容易であるこ
と、④年間を通じた周年出荷が可能である
ことなどの優位性を活かして、かんしょの

表８　鹿児島県における青果物の輸出状況
（単位：千円）

2015 年 2016 年 2017 年（割合）

かんしょ 57,110 64,466 80,493 （76％）

きんかん 5,471 9,316 7,349 （7％）

その他 6,508 23,975 17,454 （17％）

合計 69,089 97,737 105,296（100％）
資料：鹿児島県調べ
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需要が高まっている香港、台湾、タイ、シ
ンガポールなどでの食品見本市への出展や
県産品フェアの開催など、県産かんしょを
PRしたことが奏功して、海外での販路拡
大に成功し、平成27年度以降、香港、シ
ンガポール、タイ、台湾などに定期的な輸
出が行われるようになっている。しかしな
がら、輸出されているかんしょは国内出荷
用に生産されたものであることから、今後
は、輸出を前提とした栽培技術や貯蔵技術
を確立し、安定的、周年的な輸出を実現す
るための輸出産地の育成など取り組むべき
課題も少なくない。

表９に、かんしょの過去３カ年の輸出実
績を示した。輸出取り組みが浅いことも
あって、2015年度212トン、2016年度
202トン、2017年度405トンと数量的に
はまだそれほど多くない。現在、県内でか
んしょの輸出を行っているのは鹿屋市の南
橋商事のほか農業生産法人や農業協同組合
などであり、南橋商事は４年前から商社経
由でタイ向けに、その他の法人や農協は、
香港、台湾など向けに輸出しており、輸出
先国での評価も高く順調に輸出を伸ばして
いる。

５　�かんしょに特化した農業生産法人　　
南橋商事の事業概要

（1）　企業概要
鹿児島県鹿屋市に本拠を置く南橋商事

は、かんしょの生産、販売、仲買、加工、
輸出に特化した農業生産法人である。会社
設立は1992年5月、資本金2000万円（一
部アグリビジネス資金を活用）、従業員27
名、2018年度の売上高は３億円、創業者
である南橋茂氏が代表取締役会長、代表取
締役社長は矢羽田竜作氏である。13ヘク
タールの自社農場でのかんしょの生産のほ
かに30戸（55ヘクタール）の周辺農家と
契約栽培を結んでかんしょの売買を行って
おり、仲買分を合わせた年間取扱量はおよ
そ3000トン（2017年度実績）に達して
いる。主力商品である「べにはるか」を中
心に、加工用の「こがねせんがん」は地元
の焼酎メーカーと垂水のでん粉工場に、青
果用かんしょは兵庫、四国、福岡、沖縄な
どの食品スーパーや外食店などに出荷され
ている。

８月から収穫期を迎える青果用かんしょ
は、収穫後本社の調整施設に運び込まれて
選別、洗浄されて貯蔵施設に保管された後
需要に応じて周年出荷されている。一方、
焼酎用、でん粉用のかんしょは収穫後、直
ちにフレコンパックで地元の焼酎工場やで
ん粉工場に出荷されている。

表９　鹿児島県のかんしょ輸出実績
（単位：t，百万円）

2015 年度 2016 年度 2017 年度

輸出量 輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 輸出額

212 57 202 64 405 80 
出所：鹿児島県調べ
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写真１　かんしょの貯蔵倉庫

写真２　南橋商事が開発した焼き菓子

表10　かんしょの貯蔵・キュアリング施設の設置概要
（単位：円）

事業の内容 工期 事業費用の負担区分

事業量 着工
年月日

竣工
年月日 総事業費

負担の区分

交付金 県費 市町村費 その他

集出荷貯蔵施設
鉄骨平屋建　1 棟　1,235.3 ㎡ H29.

08.09
H30.
02.28

189,648,000 70,939,000 0 0 118,709,000 

冷蔵貯蔵施設　620.5 ㎡
キュアリング施設　159.7 ㎡ 69,120,000 30,870,000 0 0 38,250,000 

計 258,768,000 101,809,000 0 0 156,959,000 

資料：南橋商事提供資料による。

2018年２月には、収穫後の品質保持の
ために鉄骨平屋建て1235.3平方メートル
の集出荷貯蔵施設１棟と冷蔵貯蔵施設
620.5平方メートル、キュアリング設備
159.7平方メートルが完成した（写真１）。
総事業費２億6000万円の大半は産地競争

力の強化を目的とした「農業・食品産業強
化対策整備交付金（通称、強い農業づくり
交付金）」で賄った（表10）。南橋商事では、

「べにはるか」を焼き菓子にする６次産業
化にも取り組んでおり、2013年３月には
６次産業化の認定を受けている（写真２）。
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表11　南橋商事の過去５年間の販売実績
年　次 売上高

2014 年 1 億 1644 万円

2015 年 2 億 1777 万円

2016 年 2 億 1835 万円

2017 年 3 億 1315 万円

2018 年 3 億 1873 万円
資料：南橋商事からの聞き取り調査による。

（２）　かんしょの生産と販売管理の状況
南橋商事ではかんしょの栽培にあたっ

て、育苗専門会社からウイルスフリーの
バイオ苗をポットで購入している。購入
した稚苗は自社のビニールハウスで４～
５ヵ月間増殖、成長させた後圃場に移植
している。バイオ苗を使用することによっ
て品質の安定が可能だという。育苗用の
ビニールハウスは全部で12棟、このうち
３連棟のビニールハウスの面積は10アー
ル、残り９棟の面積が15アール、すべて
べにはるかの育苗に使用されている。ち
なみに、昨年度は3000ポット、今年度は
1700ポットの稚苗を購入した。

自社農園以外にも30戸の生産農家と契
約栽培を実施しており、契約面積は55ヘ
クタールにおよんでいる。現在、自社生産
と契約栽培と仲買分を合わせた3000トン
のかんしょの９割が国内市場向けに、約１
割が商社経由でアジア市場に輸出されてい
るが、近い将来、国内出荷用と輸出用の割
合が大きく変化する可能性がある。自社農
園の栽培品種は「べにはるか」が過半を占
め、紫いもが20 ～ 30アール程度栽培さ
れている。契約農家から購入している「べ
にはるか」は収穫時期によって買取価格が
異なっている。規格外品は「焼き菓子」「干
し芋」などの加工用に使用されている。

契約農家から購入するかんしょの多くは
菓子原料のほか、焼酎原料として県内の焼

酎メーカーと地元のでん粉工場に出荷され
ており、栽培品種は「こがねせんがん」で
ある。生食用に出荷しているかんしょの品
質管理には育苗、生産・（栽培）段階から
取り組んでおり、バイオ苗によっていもの
形状と皮色の向上に取り組むと同時に、品
質管理のために300万円の管理システム
を導入し、コンテナごとにQRコードで管
理するなど、生産から集荷、貯蔵に至るす
べての履歴が厳格に管理されている。

生産されたかんしょの大部分は、焼酎原
料用、でん粉用として地元の焼酎メーカー
と垂水市のでん粉工場に出荷されており、
生食用は兵庫県の高級スーパー、香川県と
沖縄の食品スーパーと直接取引している。
さらに調理・加工用として福岡県の天ぷら
屋や愛知県や沖縄県の飲食店などにも販売
されており、菓子原料用の販売も若干ある。
生食用に出荷するかんしょは空気調和機で
13 ～ 14℃に温度管理され、湿度はミス
ト機で90％以上に保たれている。昨年２
月に完成した貯蔵施設では700トンのか
んしょの貯蔵が可能であり、旧貯蔵庫の
100トンと合せて800トンのかんしょを
貯蔵し、需要に応じて周年的な出荷が可能
になっている。過去5年間の売上高の推移
を見ると2017年に若干、低下したものの、
2018年は３億1873万円となっており販
売業績を伸ばしている（表11）。
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６　�南橋商事のかんしょ輸出事業と　　
輸出戦略

南橋商事は４年前からかんしょの輸出に
着手した。輸出を始めたきっかけは南橋商
事のかんしょの品質の高さに着目した福岡
県の輸出商社Ａ社からアジア向けの輸出を
持ちかけられたことによる。その後、かん
しょの保管施設を建設した際に融資を担当
した農林中金から福岡のＢ社、同じ福岡県
のＣ社、沖縄県のＤ社、東京のＥ青果など
を紹介され、これらの輸出商社を通じてア
ジア市場向けに本格的な輸出事業がスター
トした。輸出初年度となる2016年度はタ
イ向けに65 ～ 66トンを輸出した。2017
年度はタイ30トン、シンガポール30トン、
マレーシア、台湾、香港にそれぞれ週3.5
トン～ 5.0トン単位で輸出している。輸出

は福岡県のＡ社、東京のＥ青果に委託して
実施しているが、2018年度は新たな取引
先となったＢ社の香港向けのかんしょの輸
出が好調であり、輸出量は香港だけで563
トンに達している（表12）。2018年度の
輸出内訳（2018年４月～ 2019年１月現
在）を見ると、タイ向けが40トン、シン
ガポール向けが46トン、マレーシア向け
が15トン、台湾向けが3.5トン、香港向け
が563トンとなっており、2016年度の
65トンから2017年度の68トン、そして
2018年度の669トンへと僅か1年で輸出
量が10倍に増大したことになる（図２）。
輸出量が短期間に増加したのには、アジア
各地に店舗展開している香港の二大流通グ
ループのひとつと取引関係のあるＢ社との
間で新たな取引が開始されたことによる。

表12　南橋商事のかんしょ輸出量の推移
（単位：t）

輸出先国 2016 年度 2017 年度 2018 年度

タイ 65 ～ 66 30 40

シンガポール − 30 46

マレーシア − 週 3.5 ～ 5.0 15

台湾 − 週 3.5 ～ 5.0 3.5

香港 − 週 3.5 ～ 5.0 563

資料：南橋商事への聞き取りにより作成
　注：2018年度のデータは2019年１月現在の数字である。
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図２　南橋商事のかんしょ輸出量の推移

資料：南橋商事からの聞き取りによる
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図３にさつまいもの輸出チャネルを示し
た。輸出チャネルは５つに分けられる。そ
の一つは、福岡のＡ社経由によるタイの現
地スーパー、青果物卸売市場向けの輸出で
ある（写真３、４）。二つ目は、新たな取
引先となったＢ社経由による香港、台湾向
けの輸出チャネルである。三つ目は、福岡
県のＣ社からマレーシアの現地スーパーに
輸出するチャネルである。四つ目のチャネ

ルは、沖縄の貿易商社Ｄ社でシンガポール
の現地スーパーに輸出するチャネル、五つ
目が東京のＥ青果を通じた総合ディスカウ
ントストアのシンガポール店への輸出で、
焼き芋用として販売している。

輸出には輸出専用のパッケージが使用さ
れており、「かのやべにはるか」のブラン
ドで５キログラムと10キログラムの２つ
のサイズの段ボール箱で出荷されている。

写真３　スーパーの店頭（タイ） 写真４　卸売市場で販売される日本産
かんしょ（タイ）

自社農園

契約栽培 E 青果（東京） 

A社（福岡） 

B社（福岡） 

C商事（福岡） 
D貿易商社（沖縄）

南橋商事

シンガポール
（総合ディスカウントストア）

タイ
（卸売市場）

香港・台湾
（スーパー）
マレーシア
（スーパー）
シンガポール
（スーパー）

図３　南橋商事のかんしょ輸出チャネル

資料：南橋商事への聞き取りにより作成

写真５　国内外向けの出荷用ダンボール
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写真６　焼き芋を購入する人の行列 写真７　シンガポールの日本産
　　　　かんしょ売り場

南橋商事の担当者によると、香港、台湾
などではＳサイズの小型のかんしょが好ま
れているが、逆にタイなどでは大きめのＬ
サイズの人気が高く、一方、シンガポール
ではＭサイズが好まれている。そのため、
Ｓ～２Ｌまで、国毎に輸出するかんしょの
サイズを調整しているという。また、需要
の多い小さいサイズの収穫量を増やす必要
があり、栽培にあたっては株間を狭くする
など栽培方法に工夫を凝らしている。

シンガポール向けとマレーシア向けは現
地の百貨店や高級スーパーなどの量販店に
輸出しているが、タイでは露店での販売割
合が高く、市場流通している日本産かん
しょの２割から３割程度が南橋商事の「べ
にはるか」だという。さらにシンガポール
では、日系総合ディスカウントストアで焼
き 芋 と し て500グ ラ ム500円 か ら １ 個
1000円で販売されているという（写真６、
７）。

輸出用かんしょは、選別作業に多くの時
間が必要であり、形が整って肌質が良く食
味の良い高品質のものだけを厳選して輸出
するため、入念に選別作業を行うことから、
キログラム当たりの販売単価は国内出荷用
よりも高い。ちなみに、生食用に国内出荷
されるかんしょのキロ当たりの平均単価は
焼酎用、澱粉用よりも5割程度高い。さら
に輸出用かんしょは国内出荷用よりも3割
程度の高値で取引されている。

このため、輸出用には高品質のかんしょ
を安定的に確保する必要があり、それには
契約農家の理解と協力と栽培技術のレベル
アップが欠かせない。南橋商事では、契約
農家のモチベーションを高め、栽培技術を
向上させることを目的に定期的な研修会を
開催するなど生産体制の確立に努めてい
る。
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７　輸出上の課題と今後の展望

かんしょは、香港、台湾向けに比較的早
くから輸出されてきた商品であるが、タイ、
マレーシア、シンガポールなどの東南アジ
ア向けに輸出されるようになったのはここ
数年である。東南アジアでは近年かんしょ
の需要が急速に増加しており、近い将来、
現在の10倍程度の量の輸出が可能である
と推測される。南橋商事の輸出取り組みか
らも明らかなように、アジア市場で潜在的
な需要の大きいかんしょの輸出拡大を図る
には、①品質力、②貯蔵力（鮮度保持）、
③周年的な商品供給、④安定量の供給、⑤
クレームに対する迅速・適切な対応が重要
なカギとなる。輸出用かんしょは品質保持
が重要であり、そのためには腐敗防止と周
年供給を可能にするためのキュアリング処
理と定温貯蔵が重要である。高品質のさつ
まいもを生産し、輸出するには育苗段階か
ら圃場への定植、栽培管理、収穫、調製作
業、貯蔵に至るまで一貫した品質管理が不
可欠であり、契約農家毎に集荷、貯蔵、出
荷までロットと品質管理を徹底する必要が
ある。

さらに重要な課題になっているのが産地
から輸出先国までの輸送中の温度管理の問
題である。かんしょは他の野菜などに比べ
て比較的劣化しにくい商品であるが、香港、
台湾などには４～５日程度で輸送できるも
のの、マレーシア、タイ、シンガポールな
どへの輸送には２週間程度のかなり長い時
間が必要であることから、商品の一部に荷
痛みや腐敗、劣化が発生し、商社経由で劣

化商品の写真が送られてくるケースがある
という。こうした輸送中の荷痛み、商品の
劣化をどう防止するか、輸送中の温度管理
が重要な課題になっており、温度管理が可
能なCAコンテナなどの利用を含めて、ク
レームなどへの迅速な対応が求められてい
る。

鹿児島県産かんしょの輸出拡大に向け
た、南橋商事のかんしょ輸出事業はまだ４
年目を迎えたばかりであり、現時点で輸出
事業を評価するのは難しいが、バイオ苗を
用いた栽培方法、キュアリング処理を施し
て貯蔵する品質管理力を含めて高い技術的
優位性を備えており、今後の輸出の見通し
は明るいといえる。南橋商事では、将来、
商社経由ではなく自社で直接アジア市場に
輸出することも含めて輸出事業に取り組ん
でいきたい意向である。輸出量が増えれば
増えるほど高品質なかんしょの確保のため
の生産体制の整備、安全対策など取り組む
べき課題も多くなるが、かんしょの生産、
仲買・集荷、販売に特化した農業生産法人
だからこその強みが発揮できるのではない
か。南橋商事のかんしょ輸出事業は今後ま
すますその勢いを増してゆくものと思われ
る。今後のさらなる輸出展開に期待したい。

年末の多忙な時間を割いて調査にご協力
いただいた農業生産法人南橋商事の牧谷商
品企画開発部兼営業部長、農林水産物輸出
促進ビジョンやかんしょの生産、販売、輸
出に関する貴重な資料の提供とヒアリング
調査にご協力いただいた鹿児島県農政部関
係各位に衷心よりお礼を申し上げたい。
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